
[image: image1.emf]（万ｔ-CO2）

二酸化

炭素

構成比

温室

効果

ガス

構成比

対2012

年度

増減率

対1990

年度

増減率

固定 31 34 40 41 40 0.9% 0.8% -2.8% -44.6%

変動 30 33 40 42 41 0.7% 0.7% -2.6% -43.7%

固定 1,736 1,812 1,833 1,798 1,769 38.4% 36.2% -1.6% -31.8%

変動 1,640 1,735 1,999 2,062 2,049 36.8% 35.0% -0.6% -21.0%

固定 758 736 675 663 654 14.2% 13.4% -1.4% -13.4%

変動 745 727 695 695 686 12.3% 11.7% -1.3% -9.1%

固定 957 1,005 974 959 932 20.2% 19.1% -2.8% 18.3%

変動 855 925 1,139 1,230 1,213 21.8% 20.7% -1.3% 54.0%

固定 1,060 1,084 1,037 1,020 1,030 22.4% 21.0% 0.9% 19.7%

変動 919 981 1,250 1,370 1,402 25.2% 23.9% 2.4% 63.0%

廃棄物部門 － 228 201 187 182 184 184 180 3.9% 3.7% -2.0% -21.0%

固定 4,728 4,853 4,744 4,666 4,605 100.0% 94.1% -1.3% -13.0%

変動 4,375 4,583 5,306 5,582 5,572 100.0% 95.1% -0.2% 5.2%

メタン － 17 13 13 13 13 13 13－ 0.3% -0.6% -27.1%

一酸化二窒素 － 52 43 44 41 42 41 41－ 0.8% -1.4% -21.8%

代替フロン等 － 598 155 158 176 195 215 234－ 4.8% 8.9% -60.8%

　　その他ガス － 667 211 215 231 250 269 288－ 5.9% 6.9% -56.9%

固定 4,943 5,084 4,994 4,935 4,893－ 100.0% -0.9% -17.9%

変動 4,590 4,814 5,556 5,852 5,860－ 100.0% 0.1% -1.7%
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大阪府域における2013年度の温室効果ガス排出量について
大阪府域における2013年度の温室効果ガス実排出量は、5,860万トンとなり、1990年度と比べ1.7％減少、前年度と比べ0.1％増加しています。二酸化炭素排出量は、5,572万トンとなり、1990年度と比べ5.2％増加、前年度と比べ0.2％減少しています。
2012年3月に策定した大阪府地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の目標※は、電気の排出係数を2008年度の値で設定しました。この目標の進捗状況を確認するため、電気の排出係数を2008年度の値で算定した2013年度の温室効果ガス排出量は4,893万トンであり、1990年度と比べ17.9％減少しており目標削減率の15％を上回っています。また、前年度と比べ0.9％減少しています。
表１　大阪府域における温室効果ガス排出量の推移

（※）排出係数は、関西電力の電気の排出係数を用いて算定しており、「固定」の場合は
　　　2008年度の値、「変動」の場合は各年度の排出係数を用いて算定した値。
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